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【要 旨】
本稿では、福祉教育における新聞の活用（NIE；Newspaper in Education）に関しての

効果や課題等について、保育士養成の観点から考察した。
筆者によるこれまでの実践と受講生へのアンケートの結果から、まず、授業へ新聞を取

り入れることについては、大半が肯定的であることが分かった。また多くの受講生が、授
業への理解や社会への関心が高まるとの実感から高く評価していることも明らかとなっ
た。新聞を活用する際の留意点としては、受講生の記事への過信に注意を要すること、そ
してシラバスとの整合性など計画への配慮があげられる。また、課題としては、これまで
の筆者の取り組み方が、受講生の能動性を高める意味において検討の余地を残しているこ
とや、受講生の自己形成につながる授業のあり方と評価の必要性などがあげられる。

今後は、反復学習を通じての総合的な理解の向上や、自己及び他者理解の深まりを視野
にさらなる効果が期待できるものと考えられる。
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Ⅰ．はじめに

福祉に携わる時、背景を探り真理を追求する
姿勢は極めて重要となる。われわれの生活上に
生じる様々な課題にはどのような背景があるの
か、自分の目で確かめる作業が福祉の専門職を
目指す者にとって必要不可欠であるということ
には異論はないであろう。

保育士にとって、例えば保育所の場合には子
どもの「保育に欠ける」状態を、また乳児院や
児童養護施設等の場合には、入所に至った経緯
や家族背景を把握し念頭におきながら日々の保
育にあたることは、決して怠ることのできない
大切な任務といえる。すなわち、保育士には現
在の社会の情勢や問題の把握、ならびにそれら
が家庭や子どもに及ぼす影響についての理解力
が求められることになる。この把握や理解力
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は、保育士自身の存在価値に関わる重要な能力
のひとつと捉えることができ、保育士養成課程
においての福祉教育は、当然これらを念頭に掲
げてすすめられなければならない。

そこで本稿では、上述した「把握や理解力」
を高めるための手段として新聞の活用に着目
し、それを最近注目されている NIE（Newspa-
per in Education）の実践と位置づけ、その効
果や課題等について考察する。考察にあたって
は、筆者による保育士養成課程での取り組みを
もとにした。

以下、まずは福祉教育と NIE について概観
し、そして新聞が日々伝える出来事やデータ、
諸説等を保育士養成課程の授業にて活用した筆
者の実践例を報告する。そのうえで、今回の取
り組みが保育士養成においてどのような効果を
もたらし、また留意点や課題等を含んでいるの
か考える。

Ⅱ．福祉教育とNIE

１．福祉教育とは
福祉教育について大橋謙策は、「憲法第１３条、

第２５条などに規定された基本的人権を前提にし
て成り立つ平和と民主主義を作り上げるため
に、歴史的にも、社会的にも疎外されてきた社
会福祉問題を素材として学習することであり、
それらとの切り結びを通して社会福祉制度、社
会福祉活動への関心と理解をすすめ、自らの人
間形成を図りつつ、社会福祉サービスを利用し
ている人々を社会から、地域から疎外すること
なく、ともに手をたずさえて豊かに生きていく
力、社会福祉問題を解決する実践力を身につけ
ることを目的に行われる意図的な活動」１と概念
規定している。これを整理区分すると、福祉教
育とは、①人権を基底に据える。②歴史的・社
会的に疎外されてきた社会福祉問題を素材とす
る。③その過程において社会福祉制度、社会福
祉活動への関心と理解をすすめる。④自律と共
生の理解と、それらをめぐる諸問題の解決へ向
けての実践的能力を身につける。⑤これらの実
践を通じて広く福祉社会の形成を図っていく、

総合的活動といえる。ここでの文脈からは、人
権尊重、ノーマライゼーション、ソーシャル・
インクルージョン、ソーシャル・アクション、
アドボカシー、福祉エンパワメントといった
キーワードが浮かび上がってくる。これらは、
福祉教育の実践を通して具現化され、私たちの
日常生活に深く浸透されなければならない理念
的概念といえる。

また、大橋は福祉教育が求められるように
なった１９７０年以降の背景として、①高齢化社会
の進展、②障害者とともに生きる福祉のまちづ
くり、③子ども・青年の発達の歪み、④国際化
時代における飢え、貧困、⑤地域の連帯力、地
方自治能力の形成２、の５つをあげている。こ
れらの状況は今もなお継続しており、さらに政
治や経済、社会、文化などの変容とあいまって
新しい課題を生み出している。特に「勝ち組・
負け組」や、多分野にわたっての「格差」とい
う言葉がセンセーショナルに使われている今日
では、人々の幸福観は物質的充足へと偏狭さ
れ、他者との共同性や関係性の中での生きる喜
びや幸せの実感を遠ざけている。そして、
「ニート」と呼ばれる人々や「ネットカフェ難
民」、「ワーキング・プア」といった一定階層の
実情は、それら人々の生活に対する目的意識を
次第に希薄なものにしている。ひるがえって、
「セレブ族」などと呼ばれる華やかで富裕感漂
う階層の出現により、個人の幸せや裕福さはそ
の能力や努力のたまものと解釈され、対極にあ
る前者層をとりまく社会的問題は個人の責任へ
還元されるべく対処されつつある。この自己責
任論の蔓延は、先の大橋があげる５つの背景を
複雑化し、それへの人々の関心を鈍化させてい
く要因となっている。

以上のような現象は、他者への優しさや人権
的配慮、生活への価値観などを隅に追いやり、
社会福祉への関心や改善等を求める活動力を低
下させてしまう。その深刻さは、地域や家庭、
学校などでの生活場面において一層深まるので
はないかと危惧される。福祉教育はこれらを食
い止め、改善につなげていく重要な役割を担っ
ているのではないかと考えられる３。
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２．NIE とは
NIE（エヌ・アイ・イー）とは、Newspaper

in Education の頭文字を取った略語で、「教育
に新聞を」などと称されるように、新聞を活用
した教育活動の推進を意味する。NIE 運動は、
１９３０年代にアメリカで展開されるようになり、
世界新聞協会によると２００６年時点で６４カ国にて
実施されている。日本では、１９８５年に日本新聞
協会による提唱がその始まりとされ４、今日の
取り組みとしては、単に授業に関連する記事の
コピーを教員が配布するといった形態に留まら
ず、新聞づくりや各紙記事の比較研究、スク
ラップづくりや投書など広範囲に及んでいる。
また、わが国の特徴として、新聞を（広告等も
含めて）丸ごと使用する、複数の新聞を使用す
る、の２点があげられる５。その教育的効果と
しては、まず、学習面での効果として、①社会
への関心や国際理解が深まる、②文章の読み書
き能力がつく、③情報を選択活力する能力がつ
く、④豊かな思考力や独創性が育成できる、が
あげられ、学力以外の面での効果としては、①
幅広い人間教育ができる、②教室と家庭を結びつ
ける、③教室が生き生きする等があげられる６。

活動としては、当初は小・中学校及び高等学
校における社会科や理科を中心とした取り組み
がほとんどであったが、次第に幅広い授業で取
り入れられるようになり、さらに最近では大学
教育での導入に関する報告も数多くなされるよ
うになっている７。

なお、授業への新聞活用を盛り込んだ新学習
指導要領が小学校では２０１１年度から、中学校で
も２０１２年度からスタートされることや８、日本
新聞教育文化財団が新聞を提供し、授業に活用
する「実践指定校」が、２０１０年度で小中高校５３３

校に達した９ことからみても、現在の NIE への
関心と期待への高まりは窺い知れよう。

Ⅲ．福祉教育におけるNIE の実践
（筆者の場合）

みてきたとおり、福祉教育は現代の政治経済
システムや社会・文化の変化を背景に希薄化す
る他人への理解や価値観、人権への尊厳心など
を再生し、福祉に対する理解や活動力、専門性
などを高めるための学習契機として、重要な役
割を担っているといえる。筆者は、日々の新聞
が伝える様々な出来事や資料、諸説等が福祉教
育においての学習効果を高めるための教材とし
て有効ではないかと考えこれらを活用してき
た。本節では、その実践例と受講生へのアン
ケート結果について報告する。

１．活用した新聞記事
筆者が、２００９年度前期から２０１０年度前期の間

に授業で取り扱った新聞記事は図表１のとおり
である。授業科目は、保育士養成課程における
「社会福祉」、「児童福祉」、「養護原理」、「養護
内容」、「障害児保育」であった。活用方法は、
①筆者による読み上げ（受講生は、ポイントと
思われる部分への線入れ）、②筆者による解説、
③受講生同士あるいは受講生と筆者による議
論、④期末試験への採用、の４つに分けた。①
は全ての記事について行い、②は内容が平易な
ものについては省いた。また、③は保育士養成
課程において特に重要と思われ、かつシラバス
との適合性上ふさわしいと判断したものについ
て行った。さらに④は事例問題として、これま
で４例採用した。

№ タイトル 掲載紙、年月日 授業科目名 方法

１ 「赤ちゃんポスト設置へ 政府『原則論』に
終始」 西日本新聞、２００７．４．６ 社会福祉、養護原理 読、解、議

２ 「幼児期 親子で童謡歌わないと…『頑張れ
ない子』増加」 西日本新聞、２００７．５．１０ 養護原理 読、解、議

３ 「ダウン症の子対象子育てサロン好評」 西日本新聞、２００７．６．５ 障害児保育 読、解、議

【図表１】 授業で取りあげた新聞記事一覧（２００９年度前期始め～２０１０年前期終わりまで）
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４ 「送迎車に放置 ２歳死亡 小倉の保育
園 降ろし忘れ？熱中症」 西日本新聞、２００７．７．２８ 児童福祉 読、解、議

５ 「保育園児熱射病死 二重に確認怠る」 西日本新聞、２００７．７．２９ 児童福祉 読、解、議

６ 「『１円盗電』書類送検 ２中学生、無断で携
帯充電の疑い」 西日本新聞、２００７．９．２０ 社会福祉 読、議

７ 「『体罰いや』少年が逃走」 西日本新聞、２００７．９．２１ 養護内容 読、解、議、試
８ 「保育園が姉妹養育 父母放棄、２年間」 朝日新聞、２００７．９．２２ 養護内容 読、解、議、試
９ 【紅皿】「報告」 西日本新聞、２００７．１１．１４ 社会福祉 読、解、議

１０ 「児童虐待 悲劇は続く 防止法など改正
から１年」 読売新聞、２００９．４．８ 養護原理 読、解

１１ 【気になる！】「結核今も侮れない病気」 読売新聞、２００９．４．８ 養護原理 読、解
１２ 【人生案内】「身勝手だから男生まれる？」 読売新聞、２００９．４．１２ 社会福祉 読、議
１３ 【男のひととき】「成長 見守っているよ」 朝日新聞、２００９．４．２５ 障害児保育 読、解、議
１４ 【有明抄】 佐賀新聞、２００９．４．２９ 養護原理 読、解、議
１５ 【人生案内】「子育てに介入する姑」 読売新聞、２００９．５．２ 社会福祉 読、議
１６ 「幼児教育に無償化案」 朝日新聞、２００９．５．１７ 児童福祉 読、解、議
１７ 「保育・介護、増す不安」 朝日新聞、２００９．５．１９ 児童福祉 読、解、議
１８ 「『小１プロブレム』幼小連携で対応」 読売新聞、２００９．６．１ 児童福祉 読、解、議

１９ 「出生率 ３年連続上昇『うるう年』要因
０８年１．３７」 読売新聞、２００９．６．４ 社会福祉 読、解、議、試

２０ 【人生案内】「両親の理想とは違う彼」 読売新聞、２００９．６．１８ 社会福祉 読
２１ 【人生案内】「友人ママ 園に理不尽な頼み」 読売新聞、２００９．７．２ 児童福祉 読、議
２２ 「認可保育所 入所厳しい」 読売新聞、２００９．７．３ 社会福祉、児童福祉 読、解、議、試
２３ 「冷蔵庫に１歳 虐待容疑」 読売新聞、２００９．９．８ 社会福祉、養護原理 読、解、議
２４ 【人生案内】「女同士の『お世辞』イヤ」 読売新聞、２００９．９．９ 社会福祉 読
２５ 「女性４人に１人高齢者」 読売新聞、２００９．９．２１ 社会福祉 読、解

２６ 「はし 遊びながら練習 焦り禁物 優し
く見守ろう」 読売新聞、２００９．９．２５ 社会福祉、児童福祉 読、議

２７ 「おむつ任せにしない育児」 読売新聞、２００９．９．２６ 児童福祉 読、議
２８ 「生活保護 最多の１１４万世帯」 読売新聞、２００９．１０．８ 社会福祉 読、解
２９ 「『やせ』太りすぎより短命」 日本経済新聞、２００９．１０．１１ 社会福祉 読

３０ 「心の『性』学校認めて 勇気の告白 対応
に苦慮」 読売新聞、２００９．１１．３ 社会福祉 読、解、議

３１ 【人生案内】「２歳半孫 人をかむ」 読売新聞、２００９．１１．４ 社会福祉 読、議
３２ 「野外で保育」 読売新聞、２００９．１１．４ 社会福祉、児童福祉 読、解、議

３３ 「義足の小４ 勇気の “授業”『私は生ま
れつき左足がありません』」 読売新聞、２００９．１２．１０ 社会福祉 読、解、議

３４ 「知的障害児を虐待 施設職員、わいせつ
も」 読売新聞、２０１０．２．２６ 養護内容、障害児保育 読、解、議

３５ 「４歳衰弱死、両親逮捕」 読売新聞、２０１０．３．５ 養護原理 読、解

３６ 「吃音って何？ 言語障害の一種、自助団体
も」 西日本新聞、２０１０．４．７ 障害児保育 読、解

３７ 「パワーウインドーご注意 乳児挟まれ小
指切断」 日本経済新聞、２０１０．４．８ 社会福祉 読、議

３８ 「救った命 養育支援に課題 赤ちゃんポ
スト３年」 毎日新聞、２０１０．４．９ 養護原理 読、解、議
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３９ 「理想のわが子は 統率力より協調性 国
公立幼稚園長会調査」 大分合同新聞、２０１０．４．９ 児童福祉 読、解、議

４０ 「『揺さぶり』児相調査」 毎日新聞、２０１０．４．９ 障害児保育、養護原理 読、解、議
４１ 「障害者→障『碍』者に改めて」 大分合同新聞、２０１０．４．１０ 社会福祉 読、解、議
４２ 「なぜわが子を傷つけるのか」 産経新聞、２０１０．４．１３ 養護原理 読、解、議
４３ 「『碍』常用漢字見送り」 西日本新聞、２０１０．４．１４ 社会福祉 読、解、議

４４ 「砂場遊びの効用 自発的な遊びの中に意
味のある変化」 西日本新聞、２０１０．４．１４ 児童福祉 読、解、議

４５ 「幼保統合『こども園』へ政府方針」 読売新聞、２０１０．４．３０ 児童福祉 読、解、議

４６ 「褒めて自信はぐくむ 学習障害児を支援」 西日本新聞、２０１０．５．１ 障害児保育 読、解
４７ 【紅皿】「長男の日課」 西日本新聞、２０１０．５．２ 児童福祉 読
４８ 「乳幼児の手足口病急増」 西日本新聞、２０１０．５．３ 児童福祉 読、解
４９ 「出生率１．３７ 上昇止まる」 朝日新聞、２０１０．５．４ 児童福祉 読、解、議
５０ 「子供人口最少１６９４万人 ２９年連続で減少」 読売新聞２０１０．５．５ 児童福祉 読、解、議

５１ 「１歳娘に熱湯 重症 傷害容疑で２３歳母逮
捕」 毎日新聞、２０１０．５．１３ 養護内容 読、解、議

５２ 「乳幼児 新聞読み聞かせ２８年」 西日本新聞、２０１０．５．１４ 児童福祉 読、解、議
５３ 「小１プロブレム 小学校の３２．３％」 大分合同新聞、２０１０．５．１４ 児童福祉 読、解、議

５４ 【子ども相談室】「７歳女児 家の中では話
すのに人前で話せない」 毎日新聞、２０１０．５．１６ 障害児保育 読、解

５５ 「子供の『クレーン行動』発達の遅れと関係なし」 毎日新聞、２０１０．５．１６ 障害児保育 読、解

５６ 【デスク日記】 西日本新聞、２０１０．５．１８ 児童福祉 読、解、議

５７ 【子ども相談室】「３歳女児 便秘がひどく
排便時に痛がって泣く」 毎日新聞、２０１０．５．２１ 障害児保育、児童福祉 読、解

５８ 「乳児の両脚骨折させる」 西日本新聞、２０１０．５．２９ 児童福祉 読、解、議
５９ 「乳児虐待容疑 同居の男逮捕」 西日本新聞夕刊、２０１０．６．１ 養護内容 読、解、議
６０ 「広がるか『保育ママ』」 朝日新聞、２０１０．６．１ 児童福祉 読、解、議
６１ 「神話の里で幸せ願う 高千穂神社」 産経新聞、２０１０．６．１ 児童福祉 読
６２ 【夕刊紅皿】「ツバメ」 西日本新聞夕刊、２０１０．６．３ 児童福祉 読、議
６３ 「娘にライター押し当て」 西日本新聞夕刊、２０１０．６．３ 養護内容 読、解、議
６４ 【紅皿】「１２週の命」 西日本新聞、２０１０．６．９ 社会福祉 読、解、議

６５ 「女性１人が生涯に産む子の平均数 昨年
の県内は１．５０５年ぶり前年割れ」 朝日新聞、２０１０．６．１１ 児童福祉 読、解、議

６６ 「３歳次女重体 虐待か」 西日本新聞、２０１０．６．１３ 養護内容 読、解、議
６７ 「発達障害 特定分野では秀でた能力も」 朝日新聞、２０１０．６．１９ 障害児保育 読、解、議

６８ 「５歳の昼寝見直す動き保育園、夜の寝付きに効果」 朝日新聞、２０１０．６．２５ 児童福祉 読、解、議

６９ 「幼稚園教諭と保育士、資格統合へ＝１３年度の『こども園』創設に併せ－政府検討」 時事通信、２０１０．６．２９ 児童福祉、養護内容 読、解、議

７０ 「５歳女児殺害 母逮捕 市、児相虐待を把握」 読売新聞、２０１０．７．１ 養護内容 読、解、議

７１
【政府広報】「父子家庭にも児童扶養手当が
支給されるようになります！（平成２２年８
月から）」

読売新聞、２０１０．７．１９ 児童福祉、養護内容 読、解、議

７２ 「支援が届かぬ知的障害者 追い込まれ路
上生活」 西日本新聞、２０１０．７．２１ 障害児保育、養護内容 読、解

※ 読：筆者による読み上げ（受講生は線入れ作業） 解：筆者による解説
議：筆者と受講生あるいは受講生同士による議論 試：期末試験問題として採用
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【図表２】講義用レジュメ例
（表）

（裏）

２．受講生への提示方法
筆者は、授業では A３サイズ両面印刷のレ

ジュメをおおむね毎回１枚用意し受講生へ配布

している。活用する新聞記事は PDF 化し、こ
のレジュメの中へ挿入している（図表２円枠参
照）。
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３．活用した記事例
⑴ 記事№９及び№６４
「受容」をテーマにした「社会福祉」の授業

で活用したものである１０。受講生は、受容の過
程、援助のあり方、当事者の気持ち、もしも投
稿者が自分あるいは家族・友人だったらどうす
るか、等について話し合い、発表および協議し

合った。加えて、筆者による説明のあと、「自
己理解」、「他者理解」についても話し合い、レ
ポートにまとめた。なお、２つの事例について
は、文章の構成が似ていることから、受講生か
ら比較協議がしやすく理解につながりやすいと
の意見が聞かれた。

【№９】２００７年１１月１４日、西日本新聞

【№６４】２０１０年６月９日、西日本新聞
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⑵ 記事№７
「養護内容」にて、「児童養護施設における

職員のあり方」をテーマにした授業で活用した
ものである。

授業では、最初に筆者が児童養護施設の目的
や入所に至る理由、職員の種別及び業務等につ
いて講義し、さらに本事例への導入として、
「懲戒権の濫用禁止について」１１や「児童福祉施
設における施設内虐待の防止について」１２及び児
童相談所の役割等に関して説明した。そのあと
受講生同士で、「なぜ施設内において体罰（虐

待）が行われるのか」という大テーマのもと、
入所児童の特性、職員のストレス、指導方法等
について話し合い、グループごとに発表した。
なお、本事例を扱った授業において、「自分の
意見や考えをまとめ、述べることの大切さ」に
ついても伝えたところ、次週の授業までに任意
による感想文が２０件（全体の２５％）寄せられた１３

（№７の感想例参照）。
また、本事例は期末試験において、「次の事

例について、授業での検討をふまえてあなたの
意見を書きなさい。」という設問にて採用した。

【№７】２００７年９月２１日、西日本新聞
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４．アンケート結果
２０１０年度前期に筆者が担当した科目のうち

「児童福祉」、「障害児保育」、「養護内容」の受
講生２２６名に対し、最終授業（７月１６日～２３日）
の際に無記名によるアンケートを実施した（回
収率１００％）。設問は、「授業に新聞を取り入れ
て良かったと思うか」、「授業に新聞を取り入れ
て良かったこと」、「授業に新聞を取り入れて良
かったとは思わない理由」の３問を設定した。
なお、授業に新聞を取り入れること自体は、約
１ヶ月前の口頭による質問にて受講生の多くは

肯定的であることがほぼ把握できていたことか
ら、今回はその前提にたち、「授業に新聞を取
り入れて良かったこと」に関しては、まず挙手
にて「良かったと思われること」を具体的に受
講生にあげてもらい、それらの項目について個
別アンケートにて「大いに思う」、「まあ思う」、
「どちらともいえない」、「あまり思わない」、
「全く思わない」の別に答えてもらった。また、
「授業に新聞を取り入れて良かったとは思わな
い理由」については、記述にて答えてもらった。

まず、「授業に新聞を取り入れて良かったと

【№７の感想例】２０１０年６月１７日、「養護内容」受講生 K さん
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思うか」については、「大いに思う」が７２％、「ま
あ思う」が１３％、「あまり思わない」が５％、「思
わない」が３％であった。なお、「どちらとも
いえない」は５％、「無回答」は２％であった
（図表３参照）。

次に、「授業に新聞を取り入れて良かったこ
と」については、「大いに思う」の回答が一番
多かった項目が「授業が理解しやすかった」で、
次いで「社会の動きがわかった」、「社会に関心

が持てるようになった」と続いた。なお、本質
問での無回答はなかった（その他詳細は図表４
参照）。

最後に、「授業に新聞を取り入れて良かった
とは思わない理由」については、いずれも少数
であったが、「教科書どおりに進めてほしい」
（２名）や「話し合いが嫌」（１名）、「文字の
多い記事は疲れる」（１名）といったものであっ
た（詳細は図表５参照）。

【図表３】授業に新聞を取り入れて良かったと思うか（n＝２２６）

【図表４】授業に新聞を取り入れて良かったこと（n＝２２６）
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Ⅳ．考察

１．効果
まず、アンケートの結果から受講生の大多数

は、授業に新聞を取り入れることについて肯定
的であることがわかった。その理由として挙
がった９項目すべてにおいて、「大いにそう思
う」と「まあ思う」の総数が高い割合を示した
ことから、授業に新聞を取り入れることが受講
生の理解力や意欲を高めるための一助となった
ことは明らかといえよう。とりわけ、「授業が
理解しやすかった」、「社会の動きがわかった」、
「社会に関心が持てるようになった」、「就職試
験の対策になった」、「学習意欲が高まった」、
「授業の雰囲気が良くなった」の６項目につい
ては、「大いに思う」か「まあ思う」と答えた
受講生がほぼ８割以上を占め、さらにこれらの
項目では、「全く思わない」が０％～３％であっ
たことから、教育レベルの全体的な向上にもつ
ながっているのではないかと思われる。

次に、「授業の雰囲気が良くなった」と思う
受講生が多かったことについては、グループ・
ディスカッションを通じての授業への能動的な
参加と、その結果得られた満足感によるもので
はないかと思われる。「授業が理解しやすかっ
た」や「社会の動きがわかった」が「大いに思
う」の全体での上位を占めた結果と合わせて考
えてみたとき、ここからは知識を得ることでの
喜びを感じ取れた受講生の姿が浮かんでくる。
なお、「就職試験の対策になった」と答えた受
講生も、社会の動向に関する関心や理解の向上
が根底にあるものと思われ、これは就職試験の
際の時事問題への対策を意識した回答と考えら

れる。
また、「文章への線入れで理解が向上した」

については、いわば二次的な効果とも捉えられ
る。「線入れ」に関しては当初に促したことで
はあるが、インターネットによる情報収集が日
常化した現代において、この古典的ともいえる
方法で多くの受講生が「理解が向上した」と感
じたことは、メディアリテラシー（情報を読み
解く力）の向上化を目指す上でも意味は大きく、
テキスト等での読解においても有効であると考
えられる。

さらに、授業で活用した№７の事例につい
て、感想文の任意提出が予想以上になされたこ
とは、少しずつではあるが、保育士を目指すに
あたっての問題意識の変化と向上心の芽生えと
も感じられた。このような受講生の態度と行動
の変化も、今回の取り組みによる効果的側面と
して捉えられよう。

２．留意点
今回、受講生によっては記事等が伝える偏っ

た判断や表現を疑うことなく鵜呑みにし、その
まま自らの価値判断の根拠とする傾向がみられ
た。例えば、児童養護施設の入所児があたかも
すべて被虐待児であるかのような表現や、認可
外保育所での事故を伝える記事での「認可外」
の強調、児童虐待における加害者としての「同
居の男」、「内縁の夫」の固定化されたイメージ
などは、特に保育士を目指す者には認識の修正
が求められる。同時にここでは各新聞紙（社）
においての多様な考えや主張の存在についても
説明を加えることが必要となろう。

また、授業で取りあげる記事等については、
常にシラバスとの整合性に配慮しなければなら

理 由 人 数

教科書どおりに進めてほしい ２名

先生（筆者）が新聞を読み、それを聞くのは良いが、その後の協議（話し合い）は嫌 １名

文字の多い記事は疲れる １名

計 ４名

【図表５】授業に新聞を取り入れて良かったとは思わない理由（n＝２２６）
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ないと考える。真新しい記事等の活用にとらわ
れるあまり、授業が場当たり的で無計画なもの
になることは許されない。筆者は記事等のス
トックを増やすことにより、活用の適時性に努
めてきたが、今後も授業の計画性については十
分な配慮が求められよう。

３．課題
授業への新聞の取り入れ方について、現段階

では筆者が関係性の深いと思われる箇所を切り
抜き、活用するといった方法をとっている。こ
の点において、NIE では新聞への関わり方と
して、生徒あるいは学生による主体的な記事の
選択を推進している。筆者自身は、活用する記
事等はあくまでも授業の理解を高めるための補
助教材と位置付けていることから上記の方法を
とっているが、受講生の能動性を高める意味に
おいては検討の余地を残しているといえる。

また、取り上げた記事をめぐっての議論のあ
と、受講生からしばしば「答えは何ですか。」
と聞かれることがあった。いうまでもなく、記
事が伝える事象には、割り切れない現実が数多
くある。当然、理不尽さや矛盾も抱くであろ
う。授業にて現実を取り上げる意図としては、
この理不尽さや矛盾も含めて、世の中に存在す
る考え方の多様性に触れながら自分なりの考え
を築いてほしいという期待も込めている。今後
はさらに、授業の延長線上にあるべきであろう
受講生の自己の形成につながる授業のあり方と
その評価についても検討を要するものと考えら
れる。

さらに、アンケートでの「教科書どおりに進
めてほしい」、「先生（筆者）が新聞を読み、そ
れを聞くのは良いが、その後の協議（話し合い）
は嫌」、「文字の多い記事は疲れる」といった意
見については、他にも潜在的な同様の意見があ
るやもしれないという認識にたち、授業のあり
方に関する受講生への定期的な確認作業が必要
と思われる。

４．今後に向けて
授業にて例えば児童虐待をテーマにしたと

き、児童虐待の種類はもちろん、児童相談所の
機能や乳児院・児童養護施設をはじめとする各
施設のあり方、加害者の心境や里子や養子制度
に関する理解、その他諸制度や地域の役割など
と関連づけて学ぶことが求められる。昨今、上
述した児童虐待に関する相談件数は留まること
がなく、それに関する事件の記事も毎日のよう
に目にする。これらを事例として授業で数多く
取り上げることにより、同じテーマでも違った
角度から何度も反復し学ぶ（反復学習）ことが
でき、「関連づけて学ぶ」べきともいえる内容
についての横断的で総合的理解にもつながるの
ではないかと考えられる。

また、今回のアンケートでの「議論により他
の考えが理解できた」、「自分の意見が持てるよ
うになった」という設問について、「大いにそ
う思う」、「まあ思う」は相対的には決して多く
はなく、同様に「あまり思わない」、「全く思わ
ない」は少ないとは言えない。これについては、
前項でも指摘した自己形成に通じる課題でもあ
り、今後はこの課題性を意識しつつ受講生に十
分に説明し、共通認識のもと取り組んでいくこ
とにより、自己及び他者理解の深まりを視野に
さらなる効果が期待できるものと考えられる。

Ⅴ．おわりに

「はじめに」でもふれたとおり、現在の社会
に起こっている様々な問題を把握し、その背景
を探る姿勢は、福祉に携わる者にとってとても
重要な意味をもつと筆者は考えている。とりわ
け保育士には、諸問題が家庭や子どもに及ぼす
影響について考えられる力を身につけておくこ
とが強く求められており、これは常々受講生に
も強調していることでもある。また、筆者は
日々の新聞が伝える内容には、常識や知識、一
般教養的なものにとどまらず、今日の保育士に
求められる社会性や倫理性などを高める要素も
多く含まれていると考えている。今回の取り組
みは、保育士養成課程での試みのひとつに過ぎ
ないが、こうした試行の積み重ねが、今後ます
ます多様化するであろう保育への要求に応えら
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れる保育士の育成につながっていくものと考え
られる。養成する側の責務として今後も引き続
き創意工夫を心がけたい。

また、今回の研究を通じて、授業は教員と受
講生の共同作業により成り立つ側面があること
を再認識した。授業の効果を念頭に、この共同
作業のあり方も今後模索していきたい。

最後に、インターネットの普及により、ク
リックしさえすれば多くの情報が得られる現代
において、顔と顔を合わせ議論を交えることに
より見識が深められるような、いわゆるアナロ
グ的な方法による授業がもつ意味についての再
評価が求められているように思える。

〈謝辞〉

本稿での新聞記事転載について、快くご了承いただ
きました西日本新聞社に厚くお礼申し上げます。

【註】

１ 大橋（１９９５年）pp．８０～８１．
２ 同上、pp．７２～７４．
３ 本節は、山村（２００８年）を一部修正し引用した。
４ 詳細は、「日本 NIE 学会」ホームページ：http://

www.osaka-kyoiku.ac.jp/̃care/NIE/（２０１０年９月
１日最終確認）等を参照。

５ 妹尾彰・枝元一三編著（２００８年）p．９．この点に関
してアメリカでは、全国紙と呼ばれる新聞は少数
で主体は地方紙であるのに比べ、日本は、全国紙、
ブロック紙、地方紙が四十七都道府県で発行され
ていて、いわば新聞天国であることから、複数の
新聞が活用しやすく、読み比べなど理想的な NIE
の実践ができると説明されている。

６ 同上、p．１２．
７ ２０１０年７月２９，３０日に熊本市で開催された「NIE 全

国大会」では、初めて「大学分科会」が設けら
れた。

８ 新学習指導要領の新聞をめぐる主な表記は次の通
り。なお、新学習指導要領の本文・解説・資料等
については、文部科学省ホームページ：http://
www.mext.go.jp/a_menu/shotou/new-cs/youryou/
index.htm（２０１０年９月１日最終確認）を参照。
【小学国語】（３・４年）疑問に思ったことを調べ
て、報告する文書を書いたり、学級新聞などに表

したりすること。 （５・６年）編集の仕方や記
事の書き方に注意して新聞を読むこと。
【小学社会】（５年）我（わ）が国の情報産業や情
報化した社会の様子について、次のことを調査し
たり資料を活用したりして調べ、情報化の進展は
国民の生活に大きな影響を及ぼしていることや情
報の有効な活用が大切であることを考えるように
する。ア 放送、新聞などの産業と国民生活のか
かわり イ 情報化した社会の様子と国民生活と
のかかわり アについては、放送、新聞などの中
から選択して取り上げること。
【中学国語】（２年）新聞やインターネット、学校
図書館等の施設などを活用して得た情報を比較す
ること。 （３年）論説や報道などに盛り込まれ
た情報を比較して読むこと。
【中学社会】指導の全般にわたって、資料を選択
し活用する学習活動を重視するとともに作業的、
体験的な学習の充実を図るようにする。その際、
地図や年表を読みかつ作成すること、新聞、読み
物、統計その他の資料に平素から親しみ適切に活
用すること、観察や調査などの過程と結果を整理
し報告書にまとめ、発表することなどの活動を取
り入れるようにする。

９ ２０１０年７月２０日付、西日本新聞記事「NIE 教育に
新聞を」参照。

１０ №９及び№６４の記事転載に際しては、投稿者の氏
名及び住所を削除している。

１１ 児童福祉施設最低基準第９条の３．
１２ 平成１８年１０月６日、厚生労働省雇用均等・児童家

庭局総務課長通知（雇児総発第１００６００１号）．
１３ 個々の意見については、グループ・ディスカッ

ションにて集約され発表されたので、今回は特に
提出義務は設けていなかった。
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